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4．心筋ECT併用による運動負荷心筋シンチグラフィ

　　の検討
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　運動負荷（EX），再分布（RD）像の撮像に，従来法に

加え，single　photon　ECTを併用することにより，虚血

の検出に関するsensitivity，　specificityについて検討した．

対象は，冠動脈造影を施行している21例および正常10

例である．虚血の検出に関する（sensitivity，　specificity）

は従来法，single　photon　ECTにて（76％，89％），（91％，

94％）と後者にて優れていた．負荷前後において比較す

る場合，位置，体位が同じであればtomographic　power

について考慮する必要はそれほど厳密でなく行えるため，

single　photon　ECTの併用は有用である．また，従来法

では負荷，再分布の対比は2～3方向に限られていたが，

single　photon　ECTによりtransaxial／long／short　axisか

らの観察が行え，虚血の部位，拡がりが立体的に行える．

また，梗塞，虚血合併例についてもその同定，鑑別に有

用である．

5．ROC解析による7ピンホール断層法の評価
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　いろいろなRI断層法が実用化された中で7ピンホー

ル・コリメータによる断層法は心筋梗塞診断のspeci－

ficityの点で問題があると言われています．そこで，診

断精度の向上を計る目的でcircumferential　profile法に

よる客観的評価を用いてROC解析を試みました．

　ROC解析では7P断層像のvisual　scoreとPlanar

imageのvisual　scoreとはあまり大きな差は見られませ

んでした．しかし7P断層像のcircle　scoreは他の

visual　scoreより良い成績を示しました．

　また，7P断層像のvisual　scoreとplanar　imageの

診断は経験により個人差が見られましたがcircumferen－

tial　profile法は正常下限値との比較により診断を行うた

め客観的評価が可能となりました．

　Planar　imageではsensitivity　85％，　specificity　77％・

accuracy　83％，7P断層像ではsensitivity　91％，　speci・

ficity　59％，　accuracy　83％と，7ピンホールコリメータ

を用いてもaccuracyは変わりませんでした．一方，

ci「cumfe「ential　profile法ではsensitivity　95％，　specificity

45％，accuracy　86％と，一層のsensitivityの向上，

sPecificityの低下が見られましたが，　accuracyはわずか

に向上しました．

　結論としては，1）7P断層像のvisual　scoreと二次元

法は同程度の診断精度でした．2）circumferential　profile

法を利用することにより客観的評価が可能となりました．

3）7P断層像ではvisual　scoreよりcircumferential

profile法の方が診断精度が上がりました．

6．小児期心疲患での心筋イメージングによる右心血行
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　小児の各種心疾患30例を対象として，タリウムー201

心筋イメージング所見を，心カテーテル検査による心室

圧と，心エコー図による心室壁厚と対比することにより，

心筋イメージングの右心血行動態評価への応用を試みた．

心室中隔をもっとも接線方向よりみるイメージを，島津

製シンチパック1200を用いて処理し，各例につき，右

室前壁／心室中隔（R／S），左室後壁1心室中隔（L／S），お

よび右室前壁／左室後壁（R／L）のカウント比を求めた・

　Mモード心エコー図または超音波断層図から，各心

室壁厚を測定し，同様にR／S，L／S，　R／Lの値を求めた．

また，心カテーテル時の右室収縮圧／左室収縮圧の値と

対比した．

　心筋イメージングのR／Lと心室圧比の間には，r＝

0．87のよい相関がみられた．一方，心筋イメージング

と心エコー図とを対比すると，L／Sでは相関はみられな

いのに対して，R／Sではr＝0．68，　R／Lではr＝0・81の

よい相関を認めた．

　また，経時的変化を追跡した例では，心筋イメージ，

心エコー図，心室圧比のいずれにおいてもR／Lの値は，

同様の変動を示した．心筋イメージングによP，右心血

行動態の非侵襲的評価が可能と考えられる．
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